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検討項目
役割分担

戸沢村 山形県 国土交通省

Ｈ３０.８．６出水を踏まえた治水対策案の検討 ○ ○

ゲートポンプの機能強化（発動発電機室の設置） 〇

土砂堆積等への対応 〇 〇

検討項目と役割分担
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住民の皆様から頂いたご意見への対応状況（1月説明会でのご意見）

項目 頂いたご意見 対応状況
説明資料
ページ

Ｈ３０.８．６出
水を踏まえた
治水対策案の

検討

○輪中堤は、昨年８月洪水の雨が降った場合でも、余裕
を持った高さにしてほしい。

・輪中堤には、最大で５０ｃｍ程度の余裕の高さ
を確保します。

３ページ～
１６ページ

〇輪中堤は圧迫感がある気がしたが、図面を見る限りでは
良い。

○輪中堤高さが、１．８ｍは圧迫感がある。

・輪中堤の整備状況がイメージできるように、
３Ｄ画像を用いて説明します。

○角間沢川右岸のお墓も、しっかり守ってほしい。
・角間沢川右岸のお墓にかからないよう堤防の
位置及び構造を検討しました。

○輪中堤の高さは、上流のため池が壊れた時など昨年以上
の被害を想定して設定してほしい。

・ため池が決壊しないように、耐震補強工事及
び洪水吐改修工事等を実施します。

－

ゲートポンプの
機能強化
（発動発電
機室の設置）

○非常用電源装置を整備してほしい

・非常用発電装置の常設による運用を平成３１
年３月６日から開始しています。

・今後、角間沢排水樋管脇に「発電機室」を整
備し管理していきます。

１７ページ

土砂堆積等へ
の
対応

○土砂堆積の対策をしてほしい

・ご意見を踏まえ、土砂の捕捉を目的とした沈
砂地を設けるとともに、角間沢川の河道を直
線状に付け替えて、蛇行していた角間沢川の
流れを良くし、流れがポンプゲート側を通らな
いようにすることで塵芥等がポンプ周辺に詰
まり難くなるよう整備を進めていきます。

１８ページ～
１９ページ
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輪中堤案の検討

□輪中堤には、余裕の高さとして、最大で５０ｃｍ程度を確保します。

□角間沢川右岸のお墓にかからないよう堤防の位置及び構造を検討しました。

お墓にかからないよう
堤防の位置及び構造を検討

長林寺

4.5m（農道）

4.5m
余裕の高さ（最大0.５m）

H30.8出水対応高
（前回説明堤防高）

横断図（イメージ）

堤防高約1.0m
堤防（余裕の高さなし）

堤防（余裕の高さあり）
一部区間で法面勾配を急にする
特殊堤構造を採用

特殊堤（イメージ）

浸水状況（H23.9.22撮影）
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イメージパース

最上川

輪中堤案
農道に沿って輪中堤を配置し、一部農地を含めて集落を囲む案

 堤防高 余裕考慮後



最上川

5（図内の人の身長は、１．８ｍ）

高さ
約2.3m

 堤防高 余裕考慮後

輪中堤案
農道に沿って輪中堤を配置し、一部農地を含めて集落を囲む案

村道

陸閘整備事例（扉高2.9m）

洪水発生時
に閉じる

ゲート



6（図内の人の身長は、１．８ｍ）

高さ
約1.8m

村道

 堤防高 余裕考慮前

最上川輪中堤案
農道に沿って輪中堤を配置し、一部農地を含めて集落を囲む案
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高さ
約1.9m

（図内の人の身長は、１．８ｍ）

村道

輪中堤案
農道に沿って輪中堤を配置し、一部農地を含めて集落を囲む案

 堤防高 余裕考慮後

最上川
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高さ
約1.4m

（図内の人の身長は、１．８ｍ）

村道

輪中堤案
農道に沿って輪中堤を配置し、一部農地を含めて集落を囲む案

 堤防高 余裕考慮前

最上川
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高さ
約1.6m

（図内の人の身長は、１．８ｍ）

輪中堤案
農道に沿って輪中堤を配置し、一部農地を含めて集落を囲む案

 堤防高 余裕考慮後

最上川

村道
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高さ
約1.1m

（図内の人の身長は、１．８ｍ）

村道

輪中堤案
農道に沿って輪中堤を配置し、一部農地を含めて集落を囲む案

 堤防高 余裕考慮前

最上川



11

高さ
約1.1m

（図内の人の身長は、１．８ｍ）

農道

 堤防高 余裕考慮後

輪中堤案
農道に沿って輪中堤を配置し、一部農地を含めて集落を囲む案

最上川
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高さ
約0.7m

（図内の人の身長は、１．８ｍ）

輪中堤案
農道に沿って輪中堤を配置し、一部農地を含めて集落を囲む案

 堤防高 余裕考慮前

最上川

農道
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高さ約1.2m

（図内の人の身長は、１．８ｍ）

農道
農道

高さ
約1.7m

水田

輪中堤案
農道に沿って輪中堤を配置し、一部農地を含めて集落を囲む案

 堤防高 余裕考慮後

最上川



14（図内の人の身長は、１．８ｍ）

輪中堤案
農道に沿って輪中堤を配置し、一部農地を含めて集落を囲む案

 堤防高 余裕考慮前

最上川

高さ約0.8m
農道

高さ
約1.3m

水田

農道



最上川

15（図内の人の身長は、１．８ｍ）

高さ
約3.0m

輪中堤案
農道に沿って輪中堤を配置し、一部農地を含めて集落を囲む案

 堤防高 余裕考慮後

特殊堤区間



16（図内の人の身長は、１．８ｍ）

高さ
約2.5m

輪中堤案
農道に沿って輪中堤を配置し、一部農地を含めて集落を囲む案

 堤防高 余裕考慮前

最上川
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ゲートポンプの機能強化（発動発電機室の設置）

 非常用発電装置の常設による運用を平成３１年３月６日から開始しています。
 地域の皆様のご理解・ご協力を頂いたうえで、今後、角間沢排水樋管脇に「発

電機室」を整備し管理していきます。

・発電機室内には、仮置きした発電機を移設し、燃料地下タンクを設置します。
・発電機室は基準による設置高さ、燃料供給や維持管理スペースを考慮し盛土をしたうえで整備します。

電気室 発電機発電機室

２月２６日設置
３月 ６日運用開始

発動発電機 常設状況

※本案は、現時点で考えられる対策案を示したもので
あり、確定したものではありません。 190315撮影

角間沢排水樋管
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角
間
沢
川

角間沢川（現況）

土砂堆積等への対応

角間沢
排水樋管

 角間沢川から最上川に直線で流れるようにしてほしい、スクリーンに土砂・塵芥
等が詰まらないような対策を検討してほしいとご意見をいただきました。

 ご意見を踏まえた対応として、地域の皆様からご理解・ご協力を頂いたうえで、土砂
の捕捉を目的とした沈砂地を設けるとともに、角間沢川の河道を直線状に付け替え
て、蛇行していた角間沢川の流れを良くし、流れがポンプゲート側を通らないように
することで塵芥等がポンプ周辺に詰まり難くなるよう整備を進めていきます。

※本案は、現時点で考えられる対策案を示したもので
あり、確定したものではありません。

沈砂地

河道の付け替え
（常時の河道）

越流堤
・スクリーン

維持管理
ヤード

ポンプ
排水時河道

電気室

ゲート
（吐出水槽接続部）

函渠工
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土砂堆積等への対応

※本案は、現時点で考えられる対策案を示したものであり、
確定したものではありません。

沈砂地

河道の付け替え
（常時の河道）

越流堤
・スクリーン

沈砂地 断面図（②‐②）

角間沢川

越流堤部（正面図）

越流堤部（断面図）

現在の角間沢川
（ポンプ排水時の河道） スクリーン

越流堤 スクリーン

越流堤

→ポンプ側常時の河道側←

沈砂地 兼 常時河道

管理用道路

ポンプ
排水時河道

河道付け替え 断面図（①‐①）

河道の付け替え
（常時の河道）


